
2026年度 立教大学「松崎半三郎記念奨学金」 願書 

 
立教大学総長 殿 

 以下の記載事項に相違ありません。なお、出願書類に記載されている情報を奨学金業務に利用すること、採用後には学部・学科・学年・

氏名を学内広報誌や Webサイト等に掲載すること、渡航計画書及び報告書を出願希望者の閲覧に供することに同意します。 

2026年    月    日 

Ａ 本人欄 

学生番号                           学部                 学科      年次 

フリガナ 

 

TEL     －      －         携帯     －      －     

 

本人氏名 

 

 

 

本人住所 〒   －     

 
在留資格「留学」
の正規留学生は
右にチェックし
てください。 

□  

生年月日（西暦）     年    月    日 

 

 

家族連絡先（本人との関係         ）          〒   －     
 
氏  名                      住  所  
 
(本人と同居の場合もすべて記入してください)        TEL    －     －           携帯    －     －   

Ｂ 本人の履歴欄 履歴｛休学・転学・専修学校(高等課程、専門課程)・予備校を含む｝を、立教大学入学まで空白期間がないように記入してください。 

西暦        年    月                         立               高等学校卒業・高卒認定合格 

西暦        年    月 ～      年    月 

西暦        年    月 ～      年    月 

西暦        年    月 ～                     立教大学                 学部入学 

Ｃ 入学後の各学期の在学・休学の履歴 これまでの状況について「在学」又は「休学」を○で囲み、現在在学何学期目かを記入してください。 
休学（予定）者は出願できません。休学歴のある場合は、出願資格に定めた年次に該当するか確認してください。 

2022年度 春学期： 在学 ・ 休学 

秋学期： 在学 ・ 休学 

2023年度 春学期： 在学 ・ 休学 

秋学期： 在学 ・ 休学 

2024年度 春学期： 在学 ・ 休学  

秋学期： 在学 ・ 休学 

2025年度 春学期： 在学 ・ 休学 

秋学期： 在学 ・ 休学 

2026年度 春学期： 在学 ・ 休学（予定） 

 

現在 在学     学期目 
※３学期目以上でなければ出願できません。 

Ｄ-1 奨学金受給歴の欄  立教大学で受けた日本学生支援機構奨学金以外の奨学金（受給中のものも含む）について記入してください。 

受給歴あり  ／  受給歴なし  該当を○で囲み、「受給歴あり」の場合は以下に詳細を記入してください。 

年度        奨学金       (円/年額) 年度        奨学金       (円/年額) 

年度        奨学金       (円/年額) 年度        奨学金       (円/年額) 

Ｄ-2 学内奨学金併給確認の欄  以下該当箇所を〇で囲んでください。 

田中啓允奨学金                  申請予定なし  ・  申請中  ・  申請予定 

ポール・ラッシュ博士記念奨学金          申請予定なし  ・  申請中  ・  申請予定 

ロザリー・レナード・ミッチェル記念奨学金（B）   申請予定なし  ・  申請中  ・  申請予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出 願 書 類 に 記 載 さ れ た 情 報 は 、 奨 学 金 業 務 の た め に 利 用 し 、 そ の 他 の 目 的 に は 利 用 し ま せ ん 。 



 

学生番号       氏名           

Ｅ 松崎半三郎記念奨学金を希望する理由・使用目的の欄  奨学金を希望するに至った理由や使用目的について記入してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｆ 学業計画  今回の渡航を含め、大学における今後の学業計画について記入してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出 願 書 類 に 記 載 さ れ た 情 報 は 、 奨 学 金 業 務 の た め に 利 用 し 、 そ の 他 の 目 的 に は 利 用 し ま せ ん 。 

 

 


